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篠原地区歴史同好会／浜風会会報 No.1８ 

明治 26 年当時の世帯数・比率 

村 寺数 世帯 比率 

篠原 8 470 59 

坪井 2 140 70 

馬郡 3 200 67 

合計 *13 810 62 

＊昭和に入って一寺併合した 

 

 

 

 

近隣地区の寺の数と寺の世帯比率と面積比率 

地区 
寺の

数 

世帯数 

22/９月 

1寺当り  

世帯数 

1寺当り

面積 km2 

篠原 １２ 15,667 456 0.86 

舞阪 ２ 12,267 2,228 2.32 

雄踏 ９ 15,457 576 0.91 

可美 ７ 15,331 906 0.59 

入野 ９ 23,802 1､005 0.93 

新津 ８ 14,365 675 1.21 

『昭和 40年静岡県仏教会名鑑』、浜松市データより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「
篠
原
に
は
ど
う
し
て
お
寺
が
多
い
の
？
」 

こ
れ
は
昨
年
の
夏
、
歴
史
に
熱
心
な
六
年
生
の
女
の

子
か
ら
、
質
問
を
受
け
た
時
の
話
で
あ
る
。
確
か
に
西

神
明
神
社
横
の
興
福
寺
か
ら
、
東
へ
長
福
寺
、
宝
林
寺

と
三
寺
並
ん
で
い
る
上
、
更
に
東
へ
篠
原
寺
と
篠

原
西
に
四
寺
、
篠
原
東
へ
入
っ
て
、
玉
蔵
寺
、
保

泉
寺
、
萬
松
院
の
三
寺
、
坪
井
町
に
光
雲
寺
と
東

光
寺
の
二
寺
そ
し
て
馬
郡
町
に
如
意
寺
、
東
本
徳

寺
と
西
本
徳
寺
の
三
寺
の
篠
原
地
区
に
合
計
十

二
の
お
寺
が
あ
る
。
（
『
篠
原
村
誌
続
編
』
参
照
）

一
体
こ
れ
は
多
い
の
だ
ろ
う
か
。 

近
隣
地
区
に
比
較
し
て
も
確
か
に
多
い 

そ
こ
で
近
隣
の
他
地
区
と
比
較
し
て
み
る
と

明
ら
か
に
篠
原
地
区

に
お
寺
が
多
い
こ
と

が
わ
か
る
。
（
下
表
） 

舞
阪
地
区
が
極
端

に
少
な
い
の
は
、
面

積
や
、
海
岸
に
近
い

不
安
要
素
か
ら
で
あ

ろ
う
か
。
篠
原
地
区
の

お
寺
が
全
て
県
道
北

に
位
置
し
て
い
る
こ

と
か
ら
も
う
か
が
え

る
が
、
海
岸
筋
の
新
津

地
区
が
意
外
に
多
い
こ
と
、
一
方
可
美
地
区
が

面
積
比
で
一
番
多
い
こ
と
等
も
注
目
さ
れ
る
。 

し
か
し
実
際
に
は
い
ず
れ
の
お
寺
も
江
戸

時
代
以
前
に
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現

在
の
世
帯
数
の
単
純
な
比
較
で
は
篠
原
に
お

寺
の
多
い
要
因
ま
で
は
読
み
取
れ
な
い
。 

篠
原
は
当
時
よ
り
人
口
が
多
か
っ
た 

篠
原
地
区
は
お
寺
の
多
い
こ
と
の
他
、
臨
済

宗
、
曹
洞
宗
、
日
蓮
宗
と
三
つ
の
宗
派
が
あ
る
の
も
、

他
地
区
に
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
（
今
回
説
明
は
割
愛

す
る
） 

そ
れ
で
は
何
故
篠
原
地
区
に
お
寺
が
多
い
の
か
。
下

表
は
明
治
二
十
六
年
の
デ
ー
タ
（
『
浜
風
と
街
道
』
よ

り
）
で
あ
る
が
、
一
つ
の
お
寺

当
り
六
十
軒

程
度
と
、
現
在

よ
り
い
っ
そ

う
お
寺
の
存

在
が
大
き
か

っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
江
戸

時
代
以
前
か

ら
も
お
寺
は
現
在
の
役
所
の
よ
う
な

働
き
を
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

想
像
す
る
に
街
道
筋
故
の
世
帯
数
が

増
え
る
に
つ
れ
、
多
宗
派
に
わ
た
っ

て
お
寺
が
勧
請
さ
れ
て
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

多
方
面
か
ら
勧
請
が
行
わ
れ
た
結
果
、
お
寺
が
多
く

且
つ
三
つ
の
宗
派
の
お
寺
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

「
河
岸
跡
」
で
み
ら
れ
る
交
通
の
要
所 

特
に
篠
原
町
の
西
神
明
神
社
横
の
興
福
寺
に
始
ま

る
篠
原
西
に
四
つ
の
寺
が
並
ぶ
様
は
、
舟
の

交
通
が
盛
ん
で
、
河
岸
か
ら
東
へ
八
阪
神
社

付
近
ま
で
の
往
時
が
偲
ば
れ
る
。
多
く
の
家

が
曲
が
り
く
ね
っ
た
狭
い
道
路
を
挟
ん
で

立
ち
並
ぶ
様
子
か
ら
、
こ
の
地
域
が
早
く
か

ら
発
展
し
て
、
人
口
が
多
か
っ
た
と
み
る
こ

と
が
出
来
る
。
そ
れ
が
篠
原
に
お
寺
の
多
い

理
由
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

廃
仏
毀
釈
の
影
響
が
少
な
か
っ
た 

明
治
の
始
め
地
域
に
よ
っ
て
は
、
廃
仏
毀
釈
に
よ

り
神
道
に
大
き
く
変
化
し
た
地
区
も
あ
る
が
、
篠
原

地
区
は
他
地
域
に
比
較
し
て
、
こ
の
影
響
が
少
な
か
っ

た
こ
と
も
お
寺
の
多
い
理
由
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

平成２２年度主な活動 

★ 山下孝先生講座 

① 平城遷都 1300年 

奈良の文化を築いた人々 

② インドの石窟寺院 

★本年のテーマ 

昭和時代の地域歴史を

掘り起こす 

「ふるさと資料室」改修 

★ 主な自由研究 

・七兵衛家文書より 

・篠原地区の年表新規完成 

・篠原地区の狛犬 

・浜松地方の国学 

・「寂室和尚語録」より 

★ バス旅行／小旅行 

①尾張・美濃を訪ねる等 

②地域偉人の館を訪ねる 

浜風会/入会募集中 

毎月第１,３木曜日 
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新
居
関
所
は
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
家
康
が
関

ヶ
原
の
戦
い
に
際
し
、
敵
軍
の
侵
入
や
味
方
の
裏
切
り

寝
返
り
防
止
、
残
党
の
取
締
り
を
行
う
た
め
に
設
置
し

た
と
い
わ
れ
る
。
廃
止
さ
れ
た
の
は
明
治
二
年
で
あ
る
。 

そ
の
間
の
一
時
期
、
関
所
役
人
の
与
力
同
心
が
篠
原

村
の
「
城
ノ
内
」
と
い
う
場
所
に
家
族
と
住
ん
で
い
て
、

関
所
ま
で
毎
日
舟
で
通
っ
た
こ
と
。
そ
の
内
の
三
人
の

子
孫
が
、
今
も
篠
原
町
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
な
ど

が
、
大
正
二
年
発
行
の
『
篠
原
村
誌
』
に
載
っ
て
い
る

の
で
紹
介
す
る
。 

城
ノ
内
の
こ
と 

 

元
禄
以
前
、
志
都
呂
村
の
陣
屋
に
三
宅
半
七
と
言
へ

る
役
人
あ
り
き
。
当
時
荒
井
の
関
所
は
此
役
人
の
治
下

に
あ
り
し
が
故
に
、
関
所
の
役
人
は
全
て
篠
原
村
地
内

城
ノ
内
に
居
宅
を
構
え
妻
子
を
養
ひ
お
き
、
事
あ
る
時

は
妻
子
を
質
と
す
べ
き
用
意
な
り
き
。
関
所
役
人
は
毎

日
舟
に
て
荒
井
御
関
所
へ
詰
め
居
た
り
。
此
地
今
は
畑

と
な
り
ぬ
れ
ど
、
境
界
線
一
直
線
を
な
し
て
見
ゆ
る
も

心
地
よ
し
。
元
禄
十
年
関
所
は
松
平
定
信
公
の
御
預
か

り
と
な
る
や
、
方
々
一
変
し
て
役
人
の
居
宅
を
湖
畔
中

之
郷
に
移
す
。
当
時
城
ノ
内
よ
り
中
之
郷
に
移
り
し
者
、

五
味
六
郎
右
衛
門
、
赤
堀
六
衛
門
、
右
堂
甚
五
衛
門
、

後
藤
三
郎
左
衛
門
、
川
合
八
郎
衛
門
、
安
部
安
左
衛
門
、

太
田
弥
太
夫
、
万
年
三
左
衛
門
な
り
。
泰
応
（
承
応
か
）

元
年
関
守
の
内
、
加
藤
隆
徳
（
現
今
の
加
藤
茂
三
郎
の

家
）
は
此
の
地
に
留
ま
り
て
農
に
従
事
し
、
与
力
の
服

部
勘
助
（
鈴
木
勘
次
郎
氏
）
神
田
美
衛
門
（
今
の
鈴
木

善
衛
門
）
も
此
の
地
に
永
住
せ
り
と
。 

 

菅
沼
家
所
蔵
の
記
事
左
の
如
し 

一
．
今
切
御
関
所
番
頭 

 
 

 

服
部
権
太
夫
様 

 

服
部
杢
之
助
様 

 

右
御
両
人
二
十
四
年
御
勤
今
切
番
所
延
享
四
年
迄

百
二
十
八
年
に
な
る
。 

 
 

 

服
部
中
様 

 

佐
藤
甚
兵
衛
様 

右
御
両
人
之
節
与
力
同
心
等
江
戸
よ
り
御
越
被
成
候 

三
宅
半
七
郎
様 

土
屋
忠
次
郎
様 

本
田
彦
八
郎
様 

中
根
半
十
郎
様 

石
川
又
四
郎
様 

松
平
主
馬
助
様 

松
平
半
衛
門
様 

 

此
節
志
都
呂
御
陣
屋
篠
原
村
与
力
同
心
は
中
之
郷

へ
御
引
越
被
成
候
元
禄
十
一
年
迄
四
十
九
年
篠
原
御

座
被
成
候 

と
あ
る
。 

 

右
の
記
事
に
関
連
し
て
新
居
町
史
等
を
参
考
に
す

れ
ば
関
所
創
設
時
は
幕
府
直
轄
地
と
し
て
、
初
代
関
所

奉
行
に
家
康
は
、
こ
の
地
域
の
地
理
に
詳
し
い
江
馬
与

右
衛
門
一
成
を
任
命
し
た
。
（
現
山
崎
の
江
馬
家
） 

 

三
代
目
奉
行
は
天
和
五
年
（
一
六
一
九
）
か
ら
で
二

名
制
と
な
り
、
服
部
権
太
夫
と
服
部
杢
之
助
の
兄
弟
が

任
命
さ
れ
た
。
役
屋
敷
は
湖
東
の
志
都
呂
陣
屋
で
あ
る
。 

 

五
代
目
奉
行
は
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
か
ら
服

部
中
保
俊
と
服
部
政
次
で
あ
る
。
服
部
中
保
俊
は
引
続

き
六
代
目
も
担
当
し
た
。
こ
の
時
よ
り
与
力
と
し
て
最

初
に
関
所
の
運
営
に
当
っ
た
の
は
桑
原
源
左
衛
門
、
川

合
八
郎
左
衛
門
ら
六
名
で
あ
る
。
上
司
の
服
部
奉
行
の

役
屋
敷
が
志
都
呂
陣
屋
の
た
め
、
陣
屋
に
近
い
篠
原
村

城
ノ
内
に
居
住
し
関
所
ま
で
舟
で
通
い
任
務
を
遂
行

し
た
。 

 

七
代
目
奉
行
は
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）
よ
り
三
宅

半
七
郎
と
佐
橋
甚
兵
衛
吉
次
で
、
三
宅
は
八
代
目
も
引

続
き
担
当
し
て
い
る
。
役
屋
敷
は
三
宅
が
志
都
呂
陣
屋

で
佐
橋
は
橋
本
村
と
分
か
れ
た
。 

 

十
五
代
奉
行
の
と
き
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
八

月
関
所
管
理
が
三
河
国
吉
田
藩
に
移
さ
れ
た
。
そ
れ
ま

で
幕
府
か
ら
直
接
派
遣
さ
れ
た
関
所
奉
行
に
よ
っ
て

管
理
さ
れ
て
き
た
が
そ
の
職
を
解
か
れ
た
。
こ
れ
に
よ

り
与
力
同
心
ら
六
十
余
名
も
、
江
戸
町
奉
行
の
組
に
配

属
さ
れ
た
。
し
か
し
何
人
か
は
円
滑
な
運
営
の
た
め
残

っ
た
。 

 

『
篠
原
村
誌
』
に
よ
れ
ば
こ
の
節
、
加
藤
隆
徳
、
服

部
勘
助
、
神
田
美
衛
門
の
三
名
は
帰
農
し
て
篠
原
村
に

永
住
し
た
と
あ
る
。 

 

筆
者
は
、
こ
の
篠
原
村
国
方
の
部
落
に
お
住
ま
い
の 

現
当
主
宅
を
訪
問
し
た
。
加
藤
氏
は
大
学
教
授
で
家
を

離
れ
て
居
ら
れ
な
い
。
服
部
國
雄
氏
、
神
田
善
弘
氏
に

お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
、
ご
先
祖
様
の
お
話
を
伺
っ

た
。
既
に
『
東
海
展
望
』
に
発
表
さ
れ
て
い
る
の
で
ご

存
知
の
方
も
あ
ろ
う
が
、
三
軒
と
も
に
ご
出
身
が
伊
賀

で
あ
る
こ
と
。
関
所
で
は
与
力
と
し
て
重
要
な
役
目
を

担
当
な
さ
れ
た
こ
と
。
関
所
へ
は
志
都
呂
近
く
の
舟
着

場
か
ら
舟
で
通
っ
た
こ
と
な
ど
参
考
に
な
っ
た
。 

 

な
お
『
東
海
展
望
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
元
禄
十
五

年
関
所
の
管
理
が
幕
府
か
ら
吉
田
藩
に
移
っ
た
と
き
、

服
部
嘉
左
衛
門
、
加
藤
忠
太
左
衛
門
、
神
田
善
右
衛
門

は
、
吉
田
藩
か
ら
適
当
な
人
材
が
欲
し
い
と
請
わ
れ
て

関
所
へ
来
た
の
が
、
現
在
の
三
家
の
祖
で
あ
る
。 
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（
鈴
木
七
兵
衛
家
文
書
よ
り
ー
浜
松
市
博
物
館
提
供
） 

  
往
来
一
札
と
は
往
来
手
形
の
こ
と
で
、
江
戸
時
代
、

庶
民
が
旅
を
す
る
際
、
必
ず
携
行
し
た
身
許
証
明
書
で

す
。
発
行
者
は
主
と
し
て
菩
提
寺
で
し
た
。
篠
原
村
名

主
の
七
兵
衛
が
、
善
光
寺
参
詣
か
ら
江
戸
経
由
で
旅
を

し
よ
う
と
し
た
時
の
も
の
を
取
り
上
げ
て
み
ま
す
。 

 
 

 
 

往
来
一
札
之
事 

一
此
七
兵
衛
ト
申
者
当
午
六
十
一
歳
罷
成
候
処 

 

拙
寺
丹
那
二
紛
無
御
座
候
心
願
有
之
此
度 

 

善
光
寺
へ
参
詣
仕
江
戸
両
国
柳
橋
大
蔵
屋 

利
右
衛
門
方
迄
参
候
間
宿
村
御
関
所
川
々 

 

無
指
支
御
通
可
被
成
候
行
暮
候
ハ
一
宿
一
飯 

 

被
仰
付
可
被
下
候
若
し
病
死
仕
候
ハ
ヽ 

 

不
及
沙
汰
二
其
所
之
御
左
方
二
御
取
片
付
可 

 

被
下
候
幸
便
之
節
御
知
セ
被
下
奉
頼
上
候 

 

往
来
一
札
仍
如
件 

 
 

文
政
五
年 

遠
州
敷
知
郡
浜
松
之
庄
篠
原
村 

 
 

 
 

午
八
月 

 
 

 

禅
曹
洞
宗 

万
松
院 

 
 

 
 

宿
村
御
役
人
衆
中
様 

概
要
は
、
六
十
一
歳
の
七
兵
衛
は
万
松
院
の
旦
那
で

す
。
こ
の
度
善
光
寺
に
参
詣
し
、
更
に
江
戸
両
国
柳
橋

大
蔵
屋
利
右
衛
門
方
ま
で
参
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は

宿
村
御
関
所
川
々
を
差
し
支
え
な
く
御
通
し
下
さ
い
。

行
き
暮
れ
た
時
に
は
一
宿
一
飯
の
お
取
り
は
か
ら
い

を
お
願
い
し
ま
す
。
も
し
病
死
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
土

地
の
作
法
に
よ
っ
て
葬
り
、
何
か
つ
い
で
の
時
に
お
知

ら
せ
下
さ
い
。 

書
式
は
事
例
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
氏
名
、
宗
旨
、

当
寺
の
檀
那
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
次
に
旅
の
目
的
や

行
き
暮
れ
た
場
合
の
旅
宿
の
世
話
を
、
病
死
し
た
時
に

は
そ
の
所
の
作
法
に
よ
る
処
置
を
依
頼
し
つ
い
で
の

節
、
故
郷
に
お
知
ら
せ
下
さ
れ
た
い
と
結
び
ま
す
。 

◇
七
兵
衛
の
旅
に
つ
い
て
の
推
察 

旅
の
記
録
に
は
接
し
て
い
な
い
の
で
、
旅
に
出
た
か

は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
多
分
実
現
し
た
も
の
と
推
察
し

ま
す
。
当
時
の
七
兵
衛
家
は
名
主
を
世
襲
し
て
お
り
、

高
齢
の
彼
は
家
督
を
譲
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
家
業 

も
酒
造
業
他
が
順
調
に
営
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
、
留
守

を
し
て
も
心
配
は
な
か
っ
た
と
思
え
る
か
ら
で
す
。 

 
 

・
出
立
の
時
期
と
人
数 

 
往
来
一
札
の
年
月
「
文
政
五
年
八
月
」
か
ら
み
て
、

八
月
中
旬
（
一
八
二
二
年
を
太
陽
暦
に
換
算
す
る
と
、

八
月
十
日
な
ら
九
月
二
十
四
日
に
な
る
）
に
は
出
立
し

た
で
し
ょ
う
。
信
濃
路
の
峠
を
越
え
る
時
の
気
温
も
配

慮
し
た
筈
で
す
。 

 

七
兵
衛
は
単
独
で
な
く
、
世
話
の
出
来
る
人
を
（
複

数
？
）
連
れ
て
い
っ
た
こ
と
と
想
像
し
ま
す
。
金
銭
は

充
分
に
用
意
は
し
て
あ
っ
た
筈
で
、
余
裕
を
も
っ
た
行

程
を
組
ん
で
い
た
で
し
ょ
う
。 

 
 

・
旅
の
経
路 

 

当
時
は
旅
に
関
す
る
書
も
出
て
い
ま
し
た
か
ら
、
安

全
で
宿
泊
施
設
も
整
っ
て
い
る
街
道
を
選
ん
だ
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

篠
原
村
か
ら
東
海
道
を
西
へ
進
み
名
古
屋
到
着
（
城

下
町
を
見
学
し
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
）
。
大
曾
根
口
か

ら
多
治
見
、
土
岐
、
瑞
浪
を
経
て
中
山
道
四
十
六
番
目

大
井
宿
に
達
し
（
名
古
屋
の
人
々
が
よ
く
利
用
し
た
下 

街
道
）
、
こ
こ
か
ら
中
山
道
を
北
上
。
洗せ

馬ば

宿
（
二
十 

一
番
目
）
か
ら
善
光
寺
西
街
道
に
入
り
、
松
本
、
篠
ノ

井
を
経
て
長
野
善
光
寺
に
着
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

参
詣
後
は
北
国
街
道
（
長
野
、
篠
ノ
井
、
上
田
、
海

野
、
小
諸
、
追
分
）
を
利
用
し
、
追
分
か
ら
中
山
道
に

入
り
、
江
戸
を
目
指
し
た
筈
で
す
。 

 
 

・
江
戸
両
国
柳
橋
大
蔵
屋
利
右
衛
門 

 

大
蔵
屋
利
右
衛
門
と
は
深
い
繋
が
り
が
あ
っ
た
も

の
と
想
像
し
ま
す
。「
江
戸
買
物
独
案
内
（
文
政
七
年
）」

に
は
、
利
右
衛
門
名
の
商
人
は
複
数
い
ま
す
が
、
屋
号

と
一
致
す
る
該
当
者
は
あ
り
ま
せ
ん
。
柳
橋
に
近
く
利

右
衛
門
名
で
下
り
酒
問
屋
を
営
ん
で
い
た
人
物
だ
っ

た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
利
右
衛
門
方
で
世
話
に
な
り
な

が
ら
江
戸
の
名
所
、
芝
居
見
物
も
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

  
 

終
わ
り
に 

 

こ
の
往
来
一
札
に
よ
り
、
当
時
の
旅
の
こ
と
が
窺
え

る
と
思
い
、
七
兵
衛
の
旅
を
想
像
し
て
み
ま
し
た
。
経

費
も
推
算
で
き
ま
す
が
、
余
裕
を
も
っ
た
使
い
方
を
し

て
無
事
に
旅
を
終
え
た
も
の
と
推
察
を
し
ま
し
た
。 
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浜
風
会
会
員 

山 

中
道
弘 

仁
王
さ
ん
ほ
ど
の
強
烈
な
印
象
は
な
く
、
地
味
で
な

ん
と
な
く
見
過
ご
さ
れ
て
し
ま
い
が
ち
な
こ
ま
犬
さ

ん
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
特

色
が
あ
り
、
面
白
く
興
味
が
わ
く
か
と
思
い
ま
す
。 

１
．
狛
犬

こ
ま
い
ぬ

の
起
源 

日
本
で
の
原
型
は
京
都
御
所
紫
宸
殿
の
一
対
で
平

安
時
代
ま
で
遡
り
ま
す
。
時
代
が
下
が
り
宮
中
か
ら
屋

外
に
飛
び
出
し
、
神
社
拝
殿
前
な
ど
に
鎮
座
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
。 

２
．
狛
犬
の
設
置
方
向 

「
神
聖
な
場
所
を
守
護
す
る
た
め
」
の
も
の
で
、
一

般
的
に
神
社
に
向
か
っ
て
右
側
に
「
阿
形
像
」
、
左
側

に
「
吽
形
像
」
の
一
対
が
置
か
れ
、
両
者
向
か
い
合
っ

て
い
ま
す
。 

３
．
な
ぜ
「
阿
吽

あ

う

ん

」
の
表
情
を
し
て
い
る
か 

阿
吽
の
表
情
つ
い
て
は
、「
あ
」
は
始
韻
、「
ん
」
は

終
韻
で
人
の
一
生
を
表
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。 

４
．
篠
原
地
区
（
岡
崎
型
）
狛
犬
の
特
徴 

岡
崎
型
狛
犬
の
基
本
的
な
特
徴
を
申
し
上
げ
ま
す

と
、
材
質
は
花
崗
岩
、
阿
形
像
と
吽
形
像
は
明
確
に
分

か
れ
、
双
方
獅
子
型
で
雌
雄
は
は
っ
き
り
せ
ず
、
顔
は

ほ
ぼ
四
角
で
す
。
耳
は
横
に
伸
び
眉
は
各
二
個
の
巻
き

毛
か
ら
な
り
、
髭
は
巻
き
毛
と
直
毛
の
束
と
が
、
明
確

に
分
か
れ
、
一
般
的
に
は
渦
巻
き
が
二
十
個
。
直
毛
が

十
本
の
形
式
が
多
い
よ
う
で
す
。
吽
形
像
は
犬
歯
が
二

本
（
初
期
の
頃
は
四
本
）
の
み
で
、
一
方
の
阿
形
像
は

犬
歯
が
二
本
と
他
は
臼
歯
と
い
う
雑
食
性
の
も
の
が

多
い
よ
う
で
す
。
吽
形
像
の
顎
の
下
に
は
阿
形
像
に
は

み
ら
れ
な
い
顎
髭
二
本
つ
い
て
い
る
も
の
が
多
く
、
尻

尾
を
後
方
か
ら
見
ま
す
と
上
に
伸
び
た
炎
形
の
部
分

と
左
右
に
分
か
れ
る
部
分
と
の
三
方
向
に
伸
び
て
い

ま
す
。 

５
．
篠
原
地
区
の
こ
ま
犬
（
神
使
） 

①
八
阪
神
社 

 

拝
殿
前
左
右
に
小
型
の
狛
犬
が
座
し
、
像
は
拝
殿

新
築
記
念
と
し
て
昭
和
四
十
三
年
頃
、
寄
進
さ
れ
た
よ

う
で
す
。
角
座
上
で
両
像
と
も
同
じ
顔
を
し
て
雌
雄
は

不
明
、
い
ず
れ
も
体
に
対
し
顔
が
大
き
い
で
す
。
阿
形

像
は
臼
歯
が
十
二
本
、
犬
歯
が
四
本
、
一
方
の
吽
形
像

は
犬
歯
が
二
本
見
ら
れ
ま

す
。
双
方
と
も
髭
に
十
六
の

渦
巻
き
が
あ
り
、
尻
尾
は
上

に
伸
び
た
炎
の
直
毛
と
左

右
に
分
か
れ
た
渦
状
の
三

つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

②
西
神
明
神
社 

狛
犬
は
拝
殿
に
向
か
っ

て
右
側
に
左
足
を
玉
乗
せ

の
阿
形
像
が
、
同
左
側
に
は

左
足
で
子
獅
子
を
抱
い
た

吽
形
像
が
そ
れ
ぞ
れ
角
座

上
に
座
し
、
像
は
岡
崎
型
で

阿
形
像
に
は
臼
歯
十
四
本
、

犬
歯
四
本
が
、
吽
形
像
の
方

は
犬
歯
が
二
本
で
、
尻
尾
は
巻
き
毛
と
直
毛
と
に
分
か

れ
返
し
波
の
よ
う
な
き
れ
い
な
形
を
し
て
い
ま
す
。
台

座
後
面
に
は
大
正
十
一
年
四
月
十
五
日
と
刻
あ
り
。 

 

③
愛
宕
神
社 

拝
殿
前
左
右
に
岡
崎
型
の
こ
ま
犬
が
盤
座
上
に
座

し
、
顔
は
左
右
と
も
ほ
ぼ
同
じ
で
雌
雄
は
不
明
。
耳
は

横
に
伸
び
、
髭
は
巻
き
毛
と
直
毛
と
に
分
か
れ
、
尻
尾

に
つ
い
て
は
直
毛
と
巻
き
毛
と
に
三
分
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
阿
形
像
に
は
臼
歯
が
十
四
本
、
犬
歯
が
四
本
、

吽
形
像
は
犬
歯
が
二
本
で
す
が
、
阿
形
像
に
は
な
い
左

右
に
分
か
れ
た
顎
髭
が
あ
り
ま
す
。
台
座
後
面
に
昭
和

七
年
九
月
建
立
と
刻
あ
り
。 

④
稲
荷
神
社 

拝
殿
前
左
右
に
稲
荷
神
社
の
神
使
で
あ
る
狐
像
が

盤
座
上
で
遠
く
を
見
つ
め
温
か
い
表
情
で
迎
え
て
く

れ
ま
す
。
台
座
裏
面
に
昭
和
七
年
九
月
建
立
と
刻
あ
り
。 

⑤
八
幡
宮 

狛
犬
は
拝
殿
前
左
右
盤
座
上
に
座
し
、

雌
雄
は
不
明
で
、
顔
は
四
角
で
体
の
割

に
は
大
き
く
、
耳
は
左
右
横
に
伸
び
、

髭
は
巻
き
毛
と
直
毛
の
束
が
は
っ
き
り

と
し
て
い
ま
す
。
向
か
っ
て
右
側
の
阿

形
像
は
左
前
足
を
手
ま
り
上
に
乗
せ
、

口
中
を
見
ま
す
と
臼
歯
が
十
一
本
、
犬

歯
が
四
本
あ
り
、
左
側
の
吽
形
像
は
座

し
た
子
獅
子
を
左
前
足
で
抱
き
、
犬
歯

が
二
本
顎
に
左
右
に
分
か
れ
た
顎
髭
が

み
ら
れ
ま
す
。
台
座
後
面
に
昭
和
十
七

年
十
月
寄
進
と
刻
あ
り
。 

 

⑥
春
日
神
社 

拝

殿

前

に
春
日

大

明
神
の
神
使
で
あ
る
雌
雄

の
鹿
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
出

迎
え
て
く
れ
ま
す
。
向
か

っ
て
右
側
の
牡
鹿
は
左
右

斜
め
方
向
に
角
を
広
げ
た

堂
々
の
姿
を
、
左
側
の
雌

鹿
は
首
を
下
方
に
向
け
て

優
し
い
目
を
し
て
い
ま
す
。

台
座
に
昭
和
四
十
六
年
再

建
と
刻
あ
り
。 

愛宕神社のこま犬さん 


